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準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況

の判断結果について

標記について、平成26年1月27日付け公示「準特定地域における一般乗用旅客

自動車運送事業の適正化の推進のために監督上必要となる措置等の実施について」に

基づき別添のとおり公示したので了知されるとともに、傘下会員に対し周知されたい。
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公 示

準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の需給状況の

判断結果について

平成２６年１月２７日付け公示「準特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の

適正化の推進のために監督上必要となる措置等の実施について」に基づき、一般乗用旅

客自動車運送事業の需給状況の判断結果を下記のとおり公示する。

なお、需給状況の判断結果の算定基礎数値は、別紙のとおりである。

令和３年１０月 １日

関 東 運 輸 局 長 小瀬 達之

東京運輸支局長 小濱 照彦

神奈川運輸支局長 中澤 延夫

埼玉運輸支局長 河 原 洋

群馬運輸支局長 小松 和則

千葉運輸支局長 尾﨑 行雄

茨城運輸支局長 礒 田 久

栃木運輸支局長 諏訪 幸夫

山梨運輸支局長 加野島 仁
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記

令和３年度における需給状況の判断結果

都 県 営業区域名 必要車両数 令和２年度末 増加可能車両数

（交通圏） （両） 車両数（両） （両）

東 京 特別区・武三 １２，０８０ ２８，１３８ ▲１６，０５８

北 多 摩 ６３６ １，７０９ ▲１，０７３

西 多 摩 ７０ ２０４ ▲１３４

神奈川 京 浜 ２，５７７ ６，８０５ ▲４，２２８

県 央 ８０３ ２，０９４ ▲１，２９１

湘 南 １４２ ３８７ ▲２４５

小 田 原 １５６ ４８７ ▲３３１

千 葉 京 葉 ５２１ １，５１３ ▲９９２

東 葛 ３６６ １，０６１ ▲６９５

千 葉 ３７０ １，２３３ ▲８６３

北 総 １８０ ９４７ ▲７６７

市 原 １０６ ３８４ ▲２７８

南 房 １１４ ３６１ ▲２４７

埼 玉 県南中央 ８６１ ２，４４７ ▲１，５８６

県南東部 ４０６ １，２５５ ▲８４９

県南西部 ４９６ １，５２８ ▲１，０３２

県 北 １３８ ３８７ ▲２４９

群 馬 東 毛 ９９ ２７４ ▲１７５

群馬・埼玉 中・西毛 ３４３ １，０１７ ▲６７４

茨 城 県 北 １４２ ４２９ ▲２８７

水戸県央 ２２９ ７２０ ▲４９１

県 南 ２５２ ８２０ ▲５６８

県 西 １０３ ３４４ ▲２４１

栃 木 宇都宮 ２１０ ８４４ ▲６３４

県 南 １４５ ４３４ ▲２８９

塩 那 ６４ ２２６ ▲１６２

山 梨 甲 府 １５１ ３６６ ▲２１５

※ 上記「令和２年度末車両数」は、特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動車運
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送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法（以下「タクシー特措法」という。）第２条

第９項に定める事業用自動車（一般乗用旅客自動車運送事業（１人１車制個人タクシーに限

る。以下「個人タクシー」という。）を除く。）の数である。

※ その他ハイヤー（道路運送法施行規則第４条第８項第３号の規定に基づき国土交通大臣が

定める区分を定める告示（平成２６年国土交通省告示第５９号）第２号に規定するハイヤー

をいう。以下同じ。）がある営業区域にあっては、算定した一般タクシー（タクシー特措法

第２条第９項に定める事業用自動車からその他ハイヤー及び個人タクシーを除いたもの。以

下同じ。）の必要車両数と平成２６年１月２７日現在の一般タクシーの車両数の乖離率を用

いてその他ハイヤーの必要車両数を算定し、これを一般タクシーの必要車両数に加えて算定

したものである。

附 則

本公示は、令和３年度の準特定地域における法人タクシー（一般乗用旅客自動

車運送事業（１人１車制個人タクシーを除く。））の新規許可申請、条件解除の

承認申請、営業区域の設定に係る事業計画変更認可申請、増車に係る事業計画

変更認可申請、休車の解除に係る事業計画変更認可申請及び個人タクシーの新

規許可申請について適用する。
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（別紙）

１．東京都

（１）特別区・武三交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）北多摩交通圏

（３）西多摩交通圏

実働率
Ｇ

70 2,272,447 10,226,190 0.52 53,899 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,272,447 2,643,750 0.86

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

414,543,514 471,248,166 0.88

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

11,885 414,543,514 1,749,248,055 0.44 7,302,344

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.61 30,310 11,885

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

195 499

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

19,580,818 22,864,941 0.86

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

636 19,580,818 85,165,267 0.49 449,203 0.90
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２．神奈川県

（１）京浜交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）県央交通圏

（３）湘南交通圏

（４）小田原交通圏

0.90156 3,708,607 17,552,470 0.47 115,323

実働率
Ｇ

142 4,349,784 18,355,970 0.51 101,387 0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

76,212,763 86,950,840 0.88

0.93

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

2,563 76,212,763 337,142,632 0.44 1,697,524

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,349,784 5,067,185 0.86

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

3,708,607 4,299,258 0.86

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

0.94

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

803 23,855,381 106,574,540 0.50 619,126

実働率
Ｇ

23,855,381 28,113,344 0.85

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

14 40

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.64 7,024 2,563

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

－5－



３．千葉県

（１）京葉交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）東葛交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（３）千葉交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

7 28

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.73 1,343 363

実働率
Ｇ

363 8,495,197 41,465,869 0.44 255,742 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

8,495,197 9,956,697 0.85

0.67 1,118 366

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

実働率
Ｇ

10,464,351 46,223,066 0.49 259,774 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

366

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

15,172,767 17,703,290 0.86

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

必要車両数
d - ( d × a )

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

0.90518 15,172,767 68,602,117 0.49 379,313

0.66 1,506 518

必要車両数
d - ( d × a )

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

10,464,351 12,087,698 0.87

0 1

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

3 9
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（４）北総交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（５）市原交通圏

（６）南房交通圏

実働率
Ｇ

106 2,142,755 9,420,111 0.51 78,280 0.90

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,142,755 2,469,246 0.87

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,682,926 5,708,420 0.82

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

0.78 711 156

実働率
Ｇ

156 4,682,926 29,194,254 0.47 151,293 0.90

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

24 112

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,668,847 3,147,640 0.85

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

114 2,668,847 12,299,986 0.51 88,961 0.90
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４．埼玉県

（１）県南中央交通圏

　　　①一般タクシー

　　　②その他ハイヤー

（２）県南東部交通圏

（３）県南西部交通圏

（４）県北交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

22,120,211 25,638,382 0.86

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

856 22,120,211 96,936,242 0.48 588,113

乖離率
ａ = (b - c) ÷ b

平成26年1月27日現在の
一般タクシー車両数  ｂ

一般タクシーの
必要車両数　ｃ

0.67 2,616 856

必要車両数
d - ( d × a )

平成26年1月27日現在の
その他ハイヤー車両数　ｄ

5 17

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

10,875,483 12,673,299 0.86

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

406 10,875,483 45,304,206 0.47 263,340 0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

15,240,051 17,890,658 0.85

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

496 15,240,051 69,315,143 0.50 372,037

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

3,182,494 3,682,679 0.86

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

138 3,182,494 12,876,686 0.52 95,437
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５．群馬県

　東毛交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,420,702 2,764,784 0.88

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

99 2,420,702 9,255,815 0.53 66,119
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６．群馬県・埼玉県

　中・西毛交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

6,632,737 7,481,927 0.89

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

343 6,632,737 24,692,770 0.51 216,119
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７．茨城県

（１）県北交通圏

（２）水戸県央交通圏

（３）県南交通圏

（４）県西交通圏

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,616,738 2,994,637 0.87

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

142 2,616,738 10,848,588 0.47 91,299

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

4,592,974 5,215,892 0.88

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

229 4,592,974 18,843,376 0.50 153,652

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,645,272 6,534,024 0.86

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

252 5,645,272 24,826,578 0.49 179,410

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

1,935,386 2,223,523 0.87

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

103 1,935,386 7,652,765 0.52 69,954

－11－



８．栃木県

（１）宇都宮交通圏

（２）県南交通圏

（３）塩那交通圏

実働率
Ｇ

64 1,539,481 6,274,926 0.52 44,581 0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

1,539,481 1,762,983 0.87

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

5,300,111 6,183,038 0.86

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

210 5,300,111 23,468,158 0.51 157,901

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,826,401 3,288,497 0.86

0.90

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

実働率
Ｇ

145 2,826,401 12,443,822 0.51 106,188

－12－



９．山梨県

　甲府交通圏

2,696,599 11,906,311 0.46 101,775

※「直近５年間分の対前年度比率の平均値」、「実車率」、「実働率」及び「乖離率」の数値は、小数点第３
位で四捨五入して記載しているため、必ずしも計算結果は一致しないことがある。

0.90

輸送需要量
Ａ＝Ｂ×Ｃ

令和２年度の
総実車キロ　Ｂ

直近５年間分の
対前年度比率の平均値　Ｃ

2,696,599 3,082,873 0.87

実働率
Ｇ

151

必要車両数
Ａ÷（Ｄ×Ｅ÷Ｆ）

÷365÷Ｇ

輸送需要量
Ａ

総走行キロ
Ｄ

実車率
Ｅ

延べ実働車両数
Ｆ

－13－




